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スペンサーの家
か

族
ぞく

はどのようにせいれいに耳
みみ

をかたむけましたか。

天
てん

のお父
とう

様
さま

はごぞんじでした

クリスティン・メリル
（�ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれま
した）

このお話
はなし

は，フィリピンでの出
で

来
き

事
ごと

です。

スペンサーはドアが開
ひら

く
音
おと

を聞
き

きました。お父
とう

さんが帰
かえ

ってきたのです！ お
父
とう

さんはお店
みせ

で買
か

った食
しょく

料
りょう

品
ひん

を両
りょう

手
て

いっぱいにかかえてい
ました。

お父
とう

さんは荷
に

物
もつ

を下
お

ろし
て，スペンサーをだきしめま
した。「ただいま！」

お 母
かあ

さん は，お 父
とう

さんが
持
も

って帰
かえ

ってきた大
おお

きな箱
はこ

を
指
ゆび

さしました。「それは何
なに

？」
「マスクを安

やす

売
う

りしてい
たんだよ」とお父

とう

さんは
言
い

いました。「役
やく

に立
た

つよう
に感

かん

じたんだ。」
スペンサーは，どういう意

い

味
み

か分
わ

かりませんでし
た。なぜ今

いま

，こんなにたくさんマスクが必
ひつ

要
よう

なので
しょう。

1 週
しゅう

間
かん

後
ご

，スペンサーはきょうだいたちと一
いっ

緒
しょ

に
学
がっ

校
こう

から帰
かえ

りました。家
いえ

の中
なか

に入
はい

ると，お母
かあ

さんが
カウンターの上

うえ

に物
もの

を積
つ

み重
かさ

ねて整
せい

理
り

しています。
「何

なに

をしているの？」スペンサーのお兄
にい

さんがたず
ねました。
「非

ひ

常
じょう

用
よう

バッグの中
なか

身
み

を交
こう

換
かん

しているの」とお母
かあ

さんは言
い

いました。「今
き ょ う

日，たなに置
お

いてあるのを
見
み

て，チェックするべきだと思
おも

ったから。この食
た

べ
物
もの

は 5 年
ねん

前
まえ

のだわ！ 手
て

伝
つだ

ってくれる？」
スペンサーときょうだいたちは，お母

かあ

さんが水
みず

の
ボトルと食

た

べ物
もの

のふくろをバッグに入
い

れるのを手
て

伝
つだ

いました。その後
あと

，スペンサーはお母
かあ

さんがバッグ
をたなにもどすのを手

て

伝
つだ

いました。重
おも

いです！
そして，マスクの箱

はこ

もそのたなに置
お

きました。数
すう

日
じつ

後
ご

には，スペンサーはそのことをすっかりわすれ
ていました。

数
すう

か月
げつ

後
ご

，スペンサーと家
か

族
ぞく

が教
きょう

会
かい

を出
で

たとき，空
そら

が暗
くら

く，
周
まわ

りの空
くう

気
き

がどんよりとしてい
ました。バスに乗

の

って家
いえ

に帰
かえ

る
間
あいだ

，みんなせきをしていました。
家
いえ

に帰
かえ

ると，お父
とう

さんは何
なに

が
起
お

こっているのだろうかとテレ
ビをつけました。家

か

族
ぞく

が周
まわ

りに
集
あつ

まってテレビを見
み

ました。
「今

き ょ う

日，タール火
か

山
ざん

が噴
ふん

火
か

し，
火
か

山
ざん

灰
ばい

がふり始
はじ

めました 」
とリポーターが言

い

っていま
す。「はいをすいこむとき
けんです。マスクを着

つ

けて
ください。明

あし

日
た

は家
いえ

から出
で

ないでください。」
スペンサーは家

か

族
ぞく

の顔
かお

を見
み

回
まわ

しました。みんなお
どろいていました。
「あ！」とお母

かあ

さんが言
い

いました。「あのマスクの
箱
はこ

！」
お父

とう

さんはにっこりと笑
わら

いました。「きっと買
か

っ
た理

り

由
ゆう

があると思
おも

っていたよ！」
「お父

とう

さん，火
か

山
ざん

が噴
ふん

火
か

するって知
し

っていたの？」
スペンサーがたずねました。

お父
とう

さんは首
くび

を横
よみ

にふり，「ちがうよ」と言
い

いまし
た。「でも天

てん

のお父
とう

様
さま

はごぞんじだったんだ。そし
てせいれいを送

おく

って，マスクを買
か

うように教
おし

えてく

ださったんだ。ほかの人
ひと

にも分
わ

けられるくらいたく
さんあるよ。」
「それに，非

ひ

常
じょう

用
よう

バッグをチェックしておこうとい
う考
かんが

えも，せいれいがあたえてくださったんだと思
おも

うわ」と，ママが言
い

いました。「はいがおさまるのを
家
いえ

で待
ま

つ間
あいだ

，水
みず

も食
た

べ物
もの

もたくさんあるわね。」
スペンサーは温

あたた

かい気
き

持
も

ちを感
かん

じました。空
そら

は暗
くら

くても，家
いえ

は安
あん

全
ぜん

で，必
ひつ

要
よう

なものはそろっていまし
た。天

てん

のお父
とう

様
さま

がこれからも助
たす

けてくださると思
おも

い
ました。スペンサーは家

か

族
ぞく

がせいれいに耳
みみ

をかたむ
けてよかったと思

おも

いました。●

なぜこんなに 
たくさん 

マスクが必
ひつ

要
よう

なのでしょう。
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